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二
○
○
四
年
夏
、
研
究
会
の
仲
間
五
人
で
、
イ

ン
ド
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
境
を
訪
れ
た
。

ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
河
に
沿
っ
て
発
展
し
た
ア
ッ

サ
ム
の
州
都
デ
ィ
ス
プ
ー
ル
（
グ
ワ
ハ
テ
ィ
）
か

ら
、
約
六
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
夏
の
最
高
気
温
が

二
三
度
と
い
う
メ
ガ
ラ
ヤ
州
の
州
都
シ
ロ
ン
は
、

ダ
ー
ジ
リ
ン
や
シ
ム
ラ
と
同
じ
よ
う
に
、
英
国
人

が
好
ん
だ
避
暑
地
で
、
一
九
七
二
年
に
メ
ガ
ラ
ヤ

が
州
と
し
て
ア
ッ
サ
ム
か
ら
分
離
す
る
ま
で
は
、

ア
ッ
サ
ム
全
体
の
州
都
で
も
あ
っ
た
。

メ
ガ
ラ
ヤ
州
住
民
の
八
割
は
、
カ
シ
、
ガ
ロ
と

い
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
か
ら
移
住
し
て
き
た

人
々
だ
。
メ
ガ
ラ
ヤ
州
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
北

東
地
域
全
体
が
、
民
族
の
交
差
路
で
あ
り
、
今
も

何
百
も
の
異
な
る
民
族
集
団
が
居
住
し
て
い
る
地

域
で
あ
る
。
カ
シ
も
ガ
ロ
も
母
系
制
の
民
族
で
、

南
隣
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
も
い
る
ガ
ロ
の
女
性

は
、
働
き
者
と
い
う
評
判
だ
っ
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
は
少
数
民
族
だ
が
、
こ
こ
メ
ガ
ラ
ヤ
州
で

は
、
彼
ら
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。

メ
ガ
ラ
ヤ
に
は
か
つ
て
世
界
一
の
降
雨
量
を
記

録
し
た
チ
ェ
ラ
プ
ン
ジ
が
あ
る
。
そ
の
日
も
雨
模

様
で
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
に
挟
ま
れ
た
谷
間
の

あ
ち
こ
ち
か
ら
雲
が
湧
き
上
が
り
、「
雲
の
住
処
」

と
い
う
州
名
を
実
感
す
る
。
シ
ロ
ン
か
ら
車
で
走

る
こ
と
約
三
時
間
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
の
国
境

の
町
ダ
ウ
キ
に
到
着
し
た
。
ダ
ウ
キ
の
税
関
出
張

所
は
、
一
九
四
八
年
開
設
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ

ン
が
分
離
独
立
し
、
こ
こ
に
国
境
が
誕
生
し
た
翌

年
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
か
ら
は
イ
ン
ド
と
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
境
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ベ
ン
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ガ
ル
の
平
地
と
こ
の
地
域
を
区
分
す
る
「
境
界

線
」
自
体
の
起
源
は
、
一
七
九
○
年
、
英
国
の
東

イ
ン
ド
会
社
の
統
治
下
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
考

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
国
境
概
念
、
す
な
わ
ち
排

他
的
な
主
権
範
囲
の
境
界
線
を
南
ア
ジ
ア
に
も
た

ら
し
た
の
は
、
英
国
の
統
治
者
で
あ
っ
た
。
印
中

国
境
の
マ
ク
マ
ホ
ン
・
ラ
イ
ン
や
、
現
在
の
パ
キ

ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
境
の
基
礎
と
な

っ
た
デ
ュ
ア
ラ
ン
ド
・
ラ
イ
ン
な
ど
当
時
国
境
画

定
交
渉
に
当
た
っ
た
英
国
人
の
名
前
を
冠
し
た
国

境
線
が
今
も
問
題
含
み
で
存
在
す
る
。

バ
ッ
タ
チ
ャ
ル
ジ
ー
所
長
の
厚
意
で
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
側
の
税
関
出
張
所
を
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
両
国
間
に
は
も
ち
ろ
ん
何
の
「
線
」
も

な
い
。
間
に
あ
る
タ
マ
ビ
ル
と
い
う
低
地
帯
に
か

か
る
橋
が
境
と
な
っ
て
い
る
。
タ
マ
ビ
ル
で
は
、

牛
が
草
を
食
み
、
国
境
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
北

東
部
の
都
市
シ
レ
ッ
ト
に
続
く
国
道
の
脇
に
は
、

わ
ず
か
ば
か
り
四
、
五
軒
の
商
店
、
茶
店
が
軒
を

連
ね
て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
こ
を
通
る
人
は
日

に
二
○
人
以
下
と
多
く
な
い
。
こ
の
税
関
を
経
由

す
る
物
資
の
う
ち
、
イ
ン
ド
側
か
ら
の
最
大
の
輸

出
品
は
、
石
炭
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
国
間
に
車

両
の
通
行
協
定
が
な
い
た
め
、
イ
ン
ド
の
ト
ラ
ッ

ク
が
、
国
境
を
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ダ
ン

ピ
ン
グ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
石
炭
を
降
ろ
し
、
そ
こ

か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ト
ラ
ッ
ク
が
拾
い
上
げ

て
、
国
内
に
輸
送
し
て
い
る
。
道
は
通
じ
て
い
て

も
、
実
際
に
は
通
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
見
の
ん
び
り
し
た
タ
マ
ビ
ル
の
光
景
と
は
う

ら
は
ら
に
、
イ
ン
ド
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
間
で

メガラヤのおじさん（撮影 : アジャイ・クマール・グプタ）シロンから国境に向かう。道標には「シレットまでの距離45マイル」と書いてある（撮
影 : 井上恭子）

観光振興に期待をかけるインド北東地域（撮影 : アジャイ・クマール・グプタ）
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は
、
モ
ノ
と
人
の
越
境
は
、
深
刻
な
外
交
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
人
口
過
密
な
ベ
ン
ガ

ル
地
域
か
ら
ア
ッ
サ
ム
州
へ
の
人
口
流
入
は
、
英

領
期
以
来
し
ば
し
ば
ア
ッ
サ
ム
州
で
の
大
き
な
政

治
問
題
と
な
り
、
一
九
七
九
年
以
降
は
、
い
わ
ゆ

る
ア
ッ
サ
ム
問
題
と
し
て
、
外
国
人
排
斥
運
動
に

発
展
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政

府
は
、
不
法
移
民
の
存
在
を
否
定
し
続
け
て
い
る
。

現
在
も
、「
不
法
移
民
」
を
送
還
し
よ
う
と
す
る

イ
ン
ド
と
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
両
国
の
国
境
警
備
隊
が
衝
突
し
、
い
つ

の
間
に
か
、
つ
か
ま
っ
た
人
々
が
消
え
去
る
と
い

う
不
可
思
議
な
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。

政
治
的
な
意
図
で
引
か
れ
た
国
境
は
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
の
自
然
の
営
み
や
意
識
に
影
響
を
与

え
ざ
る
を
え
な
い
。
国
境
の
向
こ
う
側
へ
の
結
び

つ
き
や
広
が
り
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

住
民
の
中
に
あ
る
辺
境
と
い
う
劣
等
感
や
疎
外
感

を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
主
張
を
す
る
人
々
も
い

る
。
グ
ワ
ハ
テ
ィ
に
戻
っ
た
私
た
ち
は
、
ブ
ラ
フ

マ
プ
ト
ラ
河
の
上
流
、
ア
ッ
パ
ー
・
ア
ッ
サ
ム
と

呼
ば
れ
る
地
域
の
町
デ
ィ
ブ
ル
ガ
ル
に
飛
ん
だ
。

こ
こ
は
、
世
界
的
に
有
名
な
ア
ッ
サ
ム
・
テ
ィ
ー

の
本
場
で
、
ま
た
ア
ジ
ア
最
初
の
油
田
が
発
見
さ

れ
た
デ
ィ
グ
ボ
イ
に
も
近
い
。
豊
か
な
資
源
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
反
政
府
組
織
の
存
在
や
、
中
央
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
な
不
利
さ
な

ど
か
ら
、
経
済
的
に
は
あ
る
種
の
閉
塞
感
が
あ
る

よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
地
域
選
出
の
ボ
ル
ド
ロ
イ
州

環
境
・
森
林
相
や
、
地
元
の
財
界
代
表
者
、
学
者

ら
が
期
待
を
込
め
て
語
っ
た
の
が
、
ア
ッ
サ
ム
の

インドとバングラデシュの国境、タマビル（撮影 : 鈴木よ志子）ブラフマプトラ河。向こうに見えるのはアルナーチャル・プラデーシュの山並み（撮
影 : 荒井悦代）
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町
レ
ド
か
ら
中
国
・
雲
南
省
の
昆
明
に
つ
な
が
る

道
、
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
・
ロ
ー
ド
の
再
開
だ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
と
戦
っ
て
い
た
中

国
の
蒋
介
石
政
府
へ
の
武
器
、
物
資
支
援
の
目
的

で
、
米
軍
ア
ジ
ア
方
面
司
令
官
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル

将
軍
の
指
揮
の
も
と
、
こ
の
道
路
の
建
設
が
始
ま

っ
た
の
は
、
一
九
四
二
年
。
砲
撃
や
マ
ラ
リ
ア
、

事
故
で
た
く
さ
ん
の
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
道
路

が
完
成
し
た
の
は
、
終
戦
間
近
だ
っ
た
。
戦
後
、

こ
の
道
は
省
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
放
棄
さ
れ
た
。

全
長
約
一
七
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
復
興
に

は
、
イ
ン
ド
政
府
よ
り
も
、
中
国
政
府
の
ほ
う
が

積
極
的
ら
し
い
。
大
戦
の
名
残
を
残
す
こ
の
地
域

で
、
日
本
人
は
ゴ
ル
フ
好
き
で
英
語
が
下
手
と
い

う
評
価
を
、
な
ぜ
か
何
度
も
耳
に
し
た
。

旅
の
最
後
、
私
は
一
人
グ
ワ
ハ
テ
ィ
か
ら
陸
路

ブ
ー
タ
ン
東
部
の
国
境
の
町
サ
ム
ド
ゥ
プ
・
ジ
ョ

ン
カ
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ブ
ー
タ
ン
南
部

は
、
長
く
イ
ン
ド
の
反
政
府
組
織
の
基
地
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
こ
の
国
境
は
外
国
人
に
は
封
鎖
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
二
○
○
三
年
末
に
ブ
ー
タ
ン

軍
が
掃
討
作
戦
を
決
行
し
、
再
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
早
く
走
っ
た
道
に
は
通
る

車
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
ま
に
す
れ
違
う
の
は
軍

の
車
両
ば
か
り
だ
っ
た
。
六
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ば

か
り
の
平
坦
な
道
の
終
わ
り
に
、
突
然
聳
え
立
つ

山
々
が
見
え
て
く
る
。
ブ
ー
タ
ン
の
国
境
は
、
極

彩
色
の
門
が
迎
え
る
山
の
仏
教
王
国
へ
の
入
り
口

だ
っ
た
。

（
む 

ら
や
ま　

ま
ゆ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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